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研究成果の概要（和文）：芸術教科である美術科を表現教育としてとらえ、これを基盤とした総

合的な教育内容と教育方法を研究した。表現教育として、芸術教育の一つである「音楽」の要

素を取り入れ融合する研究を行った。また、情報化社会に対応するための映像メディアに関す

る研究を行った。そして総合的な学習における表現教育として、美術を基盤として音楽と映像

メディアを統合した具体的な教材の制作を行い、そのカリキュラムの研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：I studied the contents of education and a method of education for  
synthetic,this is based on expression education in formative art education taking art 
education. I studied in harmony with「music」for expression education,this is one of art 
education.And I studied the media of reflection correspond with the society of information. 
Then I produced the concrete teaching materials for harmonizing in music and media of 
reflection based on formative art,this is expression education for synthetic learning.And I 
studied this curriculum.     
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１．研究開始当初の背景 
(1)現在、21 世紀の人づくりのための教育改
革が進行している。先般の教育課程の改訂で
は、教科間の教育内容の関連性に基づいた教
育内容や教材を再構成したり、従来の教育方
法に情報教育や環境教育などの新しい教育
内容を有機的に調和させる「総合的な教育」

の観点による教材研究、カリキュラム研究が
必要となっている。 
(2)文部科学省では、「確かな学力」向上のた
め、平成 15 年度より「学力向上アクション
プラン」を実施している。今後の新学習指導
要領の基本的な目的は「生きる力」の育成で
あり、「生きる力」を知の側面からとらえた
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「確かな学力」養成のための取り組みの充実
が必要となっている。そして、子どもたちの
学びへの動機付けを図るとともに、学習意欲
（学ぶ意欲）を重視し高めることが、とりわ
け重要となっている。そのために、学ぶこと
の楽しさを体験させ、学習意欲を高めるとと
もに、学びの質を向上させる「総合的な学習
の時間」の一層の充実が検討課題となってい
るのである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、芸術教科である美術科を表現教
育としてとらえ、これを基盤とした総合的な
教育内容と教育方法を研究する。表現教育と
して、音楽の要素も取り入れるとともに、今
日的課題である映像教育との有機的調和を
可能にする教材、カリキュラムを研究するこ
とを目的とする。 
(1) 美術教育の方法や教材の研究として、音 
楽との融合は従来から試みられてきた。楽譜
を造形化したり色彩に変換したり、あるいは
記号楽譜のように音楽表現からの造形の試
みも行われてきた。こうした試みは美術教育
の方法や教材を開発するうえで一つの手が
かりとなるものである。このことは特に、今
日、小学校や中学校において、複合領域での
教材研究やあるいは総合的な学習の開設に
よる教材研究への取り組みとしては有効に
機能すると考えられる。 
(2) 光は色彩や形態と同様に重要な造形要素 
の一つである。光に関する造形は、絵画にお
ける光の表現、ステンドグラスや和紙による
光の効果、祭事の道具などとして古くからあ
った。しかし光自体が造形表現の主役となっ
たのは、20 世紀に入ってからである。そして、
光の造形が科学技術の進展に伴いその表現
を拡大していくなかで、今日の学校教育の教
材としても取り入れられるようになってき
た。 
(3)表現教育を考える場合には、表現のプロセ
スと結果との両者の種類によって、教育方法
を考える必要がある。そのため表現教育のカ
リキュラム開発研究では、美術科におけるデ
ザイン教育の構成（基礎造形）とデザインの
教育方法を比較し検討を行う。それはデザイ
ンを専門教育としてとらえるのではなく、
小・中学校や教員養成課程で行われているデ
ザインと構成について考察を行うものであ
る。 
 
３．研究の方法 
(1) 表現と音楽の研究方法 
ある一つの感覚が、他の分野の感覚を引き起
こすことを共感覚と呼んでいるが、そのなか
に音に伴って色が見えるという色聴がある。
ある音を聞いたら青が見えたり、別の音を聞
くと赤色が見えたりする現象である。また音

と色との連想には、子供の高い声を黄色い声
といったり、あるいは幼少期にピアノを教授
する場合に、音と色とを関連させていく方法
（色音符法）もあり、これらは音と色とが情
緒的に結び付きやすい性質を示す例である。 
このような相応について研究を行う。 
(2) 表現と映像の研究方法 
光は絵具や紙、粘土などの素材とは違い、実
際には触ることの出来ない特異な素材であ
る。光には自然光と人工光があり、その性質
には透過、反射、屈折、干渉、回析などの特
性がある。光を使った造形には、これらの性
質を利用した表現や光源自体を造形作品の
要素としたもの、また光を媒介としながら画
像を記録する写真・映像表現などがある。こ
れらの映像メディア表現に関する教育は、一
つに情報化社会に対応するための領域であ
り、光や写真、映像などの教材においても、
視覚的環境をより有効に充実させる手段と
して設定されているのである。 
(3) 表現とカリキュラムの研究方法 
デザインは目的をもつ造形活動である。それ
は伝達目的と生産目的であり、その機能とし
て、伝達機能、使用機能、美的機能がある。
これらの直接的な目的と具体的な機能の枠
組みに対して、造形全般に通じる緩やかな造
形活動の基礎となる分野が、デザインの分野
と重複する部分をもって存在している。それ
がカリキュラム上でいえば構成や基礎造形
に相当する。表現教育を小・中学校や教員養
成の立場で考える場合、構成の分野での方法
がデザインの方法にも相互に関連性をもっ
ていると考えられる。 
 
４．研究成果 
(1)表現教育と音楽の教材 
①表現としての美術や音楽は、これまで幾つ
かの相関性をもってきた。芸術上の様式概念
として、例えばロマネスク、印象主義、表現
主義などは、美術と音楽が相互に関連してい
た。また、個々の造形作品が音楽作品に影響
を与えた例もある。印象主義のクロード・ド
ビュッシーは、葛飾北斎の版画の波（神奈川
沖波裏）から管弦楽曲交響詩「海」を、また
南州の硯蓋に絵付された蒔絵からピアノ作
品「映像」第２集の第３曲「金色の魚」を作
曲した。特に交響詩「海」の初版の楽譜には、
北斎のその波が印刷されている。また同様の
ものに、モデスト・ムソルグスキーのピアノ
曲集・組曲「展覧会の絵」がある。これは、
友人であった画家ハルトマンの遺作展に展
示された 16 枚の具象絵画から発想したもの
であった。つまり美術作品が、音楽の創作の
一つの契機になっていたのである。 
②造形美術の表現においても音楽は古代か
ら重要なテーマの一つであった。音のイメー
ジや楽奏の場面は、時代や特定の表現様式に



 

 

偏ることなく、一つの媒介や主題として表現
されてきたのである。特に 20 世紀初頭、抽
象絵画の発生期に音楽の秩序を造形のなか
に取り入れようとしたのが、共にバウハウス
の教師であったパウル・クレーやワシリー・
カンディンスキーであった。対象の具体的再
現にとらわれない純粋な造形言語である色
や形を、音楽の秩序をもって平面造形のなか
で構成しようとしたのでる。クレーは、平面
造形のなかに音楽語法である和声や対位法
などを導入し、その色彩や線や形態の構成に
よって多声音楽的（ポリフォニック）な造形
を表現した。またカンディンスキーは抽象絵
画の創始者といわれるが、12 音技法を体系付
けたアルノルト・シェーンベルクとの往復書
簡は書籍出版もされており、そのような関わ
りによって相互に芸術思想を向上させてい
た。カンディンスキーは、造形と音との相応
関係を考察している。それは、色彩において
中位の純粋な色調と、音楽では変調されてい
ない中位の音色との相関である。また形態に
おいては、楽器の奏でる音と形の区別、音の
高さと線の幅や方向、音の強さと形の濃淡な
どの関係である。絵画の諧調（ハーモニー） 
と音楽の和声（ハーモニー）の法則は同じも
のと考え、自律的な色や形による具体的なリ
ズムや運動、さらに人間の精神をも表現しよ
うとしたカンディンスキーにとって、このよ
うな相応の考察は至極当然のことであった。 
③今日の造形教育のなかでも、美術と音楽を
関連付けた題材が教科書においても設定さ
れている。その題材を挙げてみると例えば、
「音の色・心の色」、「目で音を聞く」、「芸術
の融合―音楽と絵画」などである。これらは
音楽の世界に契機を得て発想していくこと
によって、新たな造形表現の見方や方法を獲
得しようとするものである。 
 
(2)表現教育と映像の教材 
①同存化表現とは、同一画面のなかに時間の
推移に伴う状態の変化を描く方法である。美
術史においては、近代的な機械文明を象徴す
るダイナミズムやスピード感を主題とした
運動表現を絵画や彫刻に取り入れた未来派
があった。そこでは人間や動物の動きを分
解・再構成し、同存化した表現を行っている。
また写真映像の世界ではその黎明期に、運動
を停止させた連続写真を撮影したマイブリ
ッジが有名である。これは１秒間に 12 コマ
の連続写真によって、肉眼では捉えることの
出来ない疾走する馬の足の状態を分解写真
で記録したものである。実際の動きは、心の
中で描く心理的な動勢表現のフォルムとは
異なり、写真映像によって初めて現実の具体
的な状況を認識したのである。 
②光を造形素材とした同存化表現も、現実に
は見ることの出来ない光の運動を光跡とし

て記録するものである。それは写真映像の技
術があって初めて可能になる視覚表現であ
り、本研究ではこの同存化表現としてペンジ
ュラム・パターンを取り上げた。ペンジュラ
ム・パターンは、振り子の規則的な減衰運動
によって生じる幾何学的なパターンである。
先ず我が国にペンジュラム・パターンが紹介
された最初の一つは、1960 年にコンクリート
アートの機関紙とも言うべき「スピラーレ」
の第８号に特集掲載されていたものである。
緻密な線の集積と単純明快なフォルムは、現
在においても力強い造形的印象を見るもの
に与えている。そして、1966 年に天野竜一に
よって独自の制作方法が紹介され、同時期に
高橋正人はデザイン教育の基礎技法として、
また脇リギオは写真表現の特殊技法として、
それぞれの教育内容に取り入れていった。 
さらに朝倉直巳は 1977 年に、形態研究の視
点からモノクロームのペンジュラムにおけ
るパターン生成に関する詳細にわたる実験
と結果を報告している。 
③ペンジュラム・パターンはこのように 1960
年代から 70 年代にかけて注目されていた造
形表現であった。しかしその後、若干のカラ
ー表現等に関する制作報告が断片的に行わ
れるだけになっていた。そこで本研究では同
存化表現の観点から、ペンジュラム・パター
ンの原理を生かしながら、新たな視覚表現と
しての造形的可能性を実験・探求し考察を行
った。そして、その過程で表現教育における
教材としての有用性も明らかにした。 
 
(3)表現教育とカリキュラム 
①拡散的方法―系統カリキュラム 
構成は形態や色彩の美的機能を満たすこと
を条件とするものであり、具体的目的を達成
することはほとんどないといってよい。また、
構成はいろいろな表現方法を展開すること
に意義があり、表現結果としては多様な広が
りをもち、拡散的である。そして、造形の分
野では構成それ自体の存立は明確ではなく、
むしろ、造形教育の媒体として有効となる。
その一つの方法として、素材や造形要素から
の系統的な学習と教育が考えられる。また、
構成は一つの素材をもとにして、さまざまな
発想を促し、多様な表現分野へと発展するこ
とから、いわば拡散的方法と呼ぶことができ
る。 
②収斂的方法―問題解決カリキュラム 
デザインは目的と機能をもつ造形であり、い
くつかの条件を満たしながら、目的を達成す
るプロセスを経る。目的達成のために、問題
が明らかにされ、それに対する解決策がデザ
インの方法を決定する。したがってデザイン
の教育方法は問題解決の学習であり、教育で
ある。また、デザインは問題解決によって、
一つの目的を達成するものであり、そのため



 

 

に、さまざまな発想を経て、多様な素材や造
形方法の中から具体的に選択していくプロ
セスを採ると考えられる。したがって、これ
は収斂的方法と呼ぶことができる。 
 
以上の研究成果の結果、美術（色彩・形態）
と音楽と映像（光）の関連する内容と方法を
明らかにした。具体的には、「蠱惑の世界」
シリーズおよび「月光の宇宙」シリーズであ
る。さらに、これらの２つのシリーズによっ
てカリキュラムを研究した。そして将来にわ
たり総合的学習の表現教育において、新しい
カリキュラムの開発を可能とした。 
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